
















































に遅延し (139土44VS. 305こと1985，P < 0.05) t 設大震を紫摂




0.944， P <乱∞Ol}ので， トレ}ニング訴の'1'30が王子均{度以
上と平均鑓未満の2群で，それぞれトレ}ニング前後の比
較を行うと.1'30が平均値以上だった群では， トレ}ニン
グ後に1'301ま有窓に短縮し (462土163vs. 243:i77s， p < 
0.(5) .援大綾紫摂取設は有意に増大した (25二日vs.31
土3ml/kg/min，p < 0.05) .一方， 1'30が王子均儲未満だった
群では， 1'30および最大濃紫摂取撃に有意な変化は認めら
れなかった (148:i32VS. 181こち355;28土2vs. 31念
7mllkg/min) .これらの結集，中高齢者では運動終了後の
心織部交感神経系活動総後応答が若齢者よりも選議レてい
る可能性があるが.!m援応急芸の遅延が悲しい者では，本研
究で行った稜皮の比較的紙強度で短期総の運動トレーニン
グによっても，溜筏応、苓を改懇できる可能i笠があることが
示唆された.
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